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子どもたちの将来に必要な教育 

 

未来を生きる子どもたちに必要なスキル 

３月の予算議会において、

教育分野で意外と触れられ

ていない基本的な重要事項

について質問しました。 

それは、教育現場におけ

るＩＣＴ（情報通信技術）

の活用状況です。 

そもそも、情報通信技術の進展は目覚ましく、

つい３０年前は、パソコンを使って仕事をするこ

とが一般的ではなく、小学校の授業の中でＯＨＰ

（オーバー・ヘッド・プロジェクタ）が使われる

と、ワクワクしたのが３０代の我々の世代です。 

しかし、現代では、働

く現場で、パソコンを始

めとしたＩＣＴ機器を使

うことは必須で、使える

だけでなく、活用し、そ

の先に何をするかが求められているわけです。 

このような視点から、親等の保護者が、「「「「教育教育教育教育

現場でのＩＣＴ活用に何を期待するか現場でのＩＣＴ活用に何を期待するか現場でのＩＣＴ活用に何を期待するか現場でのＩＣＴ活用に何を期待するか」」」」と言え

ば、ＩＣＴのスキルの向上というより、ＩＣＴを

活用した「「「「コミュニケーション能力（互いを知コミュニケーション能力（互いを知コミュニケーション能力（互いを知コミュニケーション能力（互いを知

り合う力）り合う力）り合う力）り合う力）」」」」や、「「「「プレゼンテーション能力（伝プレゼンテーション能力（伝プレゼンテーション能力（伝プレゼンテーション能力（伝

える力）える力）える力）える力）」」」」の向上が求められています。 

すなわち、未来を生きる子どもたちにとって、

社会に出る際に、必要になる力を身に着けるため、

ＩＣＴを活用した教育の推進が、これまで以上に

重要になり、その度合いも日進月歩で増していき

ます。 

川崎市におけるＩＣＴモデル事業 

麻生区の南百合丘小学校では、平成 23 年度か

ら 3 年間、5 年生を対象に「NTT 教育スクウェ

ア×ＩＣＴフィールドトライアル」への参加が行

われ、タブレット端末タブレット端末タブレット端末タブレット端末を導入したモデル事業が行

われました。 

私も算数の授業を視察しましたが、立体を様々

な角度から捉えることができるというＩＣＴの

長所を体感しました。また、児童個人だけなく、

ペアやグループでの協働学習において、児童同士

で異なる考えの共有や議論が可能になることも

利点として考えられ、タブレット端末で学習の幅

が広がる可能性があります。 

これは、先ほどのプレゼンテーション能力やコ

ミュニケーション能力を高めるツールとしての

ICT 活用の一例と言えます。 

 

教育におけるＩＣＴの課題は？ 

川崎市は、タブレット端

末の市立小中学校全校に

整備を進めているところ

ですが、ここで課題があり

ます。 

川崎市は、教育現場にお

ける ICT のハードの整備

率としては多くの点で全国平均を上回っていま

すが、教育現場での活用面では全国平均を下回っ

ている項目が散見し、課題が存在します。 

が川崎市の教員の経験年数で占める割合を見る

と、経験年数５年以下の教員と２０年以上のベテ
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ラン教員の割合が高く、中堅層の教員が少ないと

いう特徴があります。 

 若い教員は、授業準備にＩＣＴ機器を使用した

り、ソフトウェアの活用を進めたり、事務処理に

活用することは積極的です。 

では、経験年数が高い教員が消極的かというと、

ＩＣＴに関するＩＣＴに関するＩＣＴに関するＩＣＴに関する教員教員教員教員研修研修研修研修は、様々な種類があり、は、様々な種類があり、は、様々な種類があり、は、様々な種類があり、

どの教員もどの教員もどの教員もどの教員も一人一人一人一人あたり、あたり、あたり、あたり、平均すると年に１回は平均すると年に１回は平均すると年に１回は平均すると年に１回は

何らかの何らかの何らかの何らかの研修を受けている研修を受けている研修を受けている研修を受けていることになります。 

しかし、研修を通じ、ＩＣＴの中身や教材につ

いてのスキルが向上しても、授業準備に時間がか

かることから、ＩＣＴを活用するかどうかは教員

によって格差が生じてしま

います。 

教員のアンケート調査で

もＩＣＴ支援員の各校配置ＩＣＴ支援員の各校配置ＩＣＴ支援員の各校配置ＩＣＴ支援員の各校配置

が求められているという結

果が出ています。 

この点を会社に例えてみると、課長が客先でプ

レゼンを行う上で、資料を課のメンバーで作成す

るということは日常にあることと思います。すべ

てが会社と同じわけではありませんが、教員の事

務的なＩＣＴ支援を行う人材が必要になってい

ることは、当然のことです。 

と、教育現場でのＩＣＴ活用支援は、会社で例

えたように、専門家の登用やチームでの支援体制

が必要な課題になっています。 

 

劇的な改変を見せるよりも効果的な改革を 

教育における課題を解決する手段として、何が

適切で効果的なのか？を考えるべきです。 

現市長は、習熟度別クラスや地域の寺子屋事業

など、新しい枠組みを作る、いわば「劇的な改変

に映る」キャッチフレーズ型の施策を進めようと

しています。 

しかし、人口急増

地区と人口減少地区

が共存する川崎市で、

子どもたちが生きる

力をもって成長でき

る教育環境を整備す

る上で、制度がコロコロ変わったり、目的なく新

事業を導入したりすることが、果たして課題の解

決につながるのでしょうか？ 

国際化や情報化社会の進展に伴い、川崎の子ど

もたちが大人になる頃には、世界の中の川崎市と

呼ばれる時代になっています。 

 そんな未来を、いまの子どもたち、これからの

子どもたちが生き抜く力を養うのが教育です。 

教育に対し、評論的な議論で手法を考えるので

はなく、本質的な課題の解決策の一つとして、Ｉ

ＣＴ活用の教育環境整備を進めるべきです。 

今回の予算審査特別委員会では、川崎市として

もＩＣＴ活用の重要性の理解を示した答弁があ

り、今後に注視して参ります。 
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昭和 53 年 大阪府豊中市生まれ。神奈川大学法学部法律学科卒業後、建築設備メーカーに就職。 

川崎市長 阿部孝夫 政務秘書、衆議院議員 山内康一 公設第二秘書（麻生区・国会担当）等を経て、平成 23 年 川

崎市議会議員初当選。交渉会派最年少団長、川崎市農業委員（議会推薦）、議会運営委員会委員、議会運営検討協議

会委員等を経て、平成 25 年 5 月より無所属。 

現在 川崎市議会議員（麻生区選出、市民委員会委員） NPO 法人防災・防犯ネットワーク理事・麻生支部長 

川崎市麻生区男子ソフトボール連盟副会長 麻生区白鳥在住 家族：妻と共働き世帯 

平成 24 年度文部科学省「学校における教育の 

情報化の実態等に関する調査結果から」（単位％） 
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かわさき教育プラン〜第３期実行計画の延長かわさき教育プラン〜第３期実行計画の延長かわさき教育プラン〜第３期実行計画の延長かわさき教育プラン〜第３期実行計画の延長    

及び次期プラン作成へ向けた考え方及び次期プラン作成へ向けた考え方及び次期プラン作成へ向けた考え方及び次期プラン作成へ向けた考え方    

（平成（平成（平成（平成 26262626 年３月）年３月）年３月）年３月）    

＜抜粋＞ 

13 教育の情報化 

【主な取組】(◎:現行プランの下での新しい取組、 

○:充実を図った取組、●:継続の取組) 

 

●児童生徒の情報活用能力の推進に向けた研究 

・情報活用能力の育成のカリキュラムの作成、 

活用能力チェックリストの作成 

● ICT を活用した分かりやすく深まる授業を推進 

するための研究、研修 

・次世代型 ICT 環境の活用による学力の育成に 

向けた研究、ICT 活用指導力研修 

◯ICT 環境の整備の推進（略） 

◎校務の情報化の推進 

 ・校務支援システム開発（略） 

 

★市の教育行政の柱である「かわさき教育プラン」の

今後の考え方において、分かりやすい授業のための研

究、研修関連施策は充実ではなく現状維持 


